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中央労福協；2015 年度事業団体・地方労福協合同会議開催！！

中央労福協は、7月 1日(水)・2日(木)の両日、2015 年度事業団体・地方労福協合同会議を、東京都

荒川区「ホテルラングウッド」で開催しました。全国 47都道府県の事務局担当者と 10事業団体、中央

労福協三役事務局、総勢 84名が出席のもと、当面する諸課題への対応方針などを議論しました。

会議では、座長に黒河 悟副会長を選出し、主催者を代表して山本幸司副会長から、合同会議の開催

目的などについて挨拶があった後、新しく役員になった各県の 10名の役員の自己紹介がありました。

報告事項では、中央労福協・各事業団体、各ブロック労福協から経過報告と特徴的な取り組みについ

て報告があり、特に中央労福協関係では、「ライフサポート活動の検証と当面の確認事項について」「奨

学金問題対策委員会設置と開催」「エコキャップ運動についての今後の対応について」等の報告があり

ました。

協議事項に入り、(1)として奨学金問題に関する取り組みについて、中央労福協は、第 6 回幹事会の

確認に基づき“奨学金”問題対策委員会を設置しました。第１回対策委員会（6/10）の報告を受け、「ビ

ジネス化した奨学金問題」の改善に向けて利用実態を把握するため、アンケート調査の実施について提

起

第１日目の会場風景

第２日目の会場風景

【協議事項】

(1) 奨学金問題に関する取り組みについて

(2) 勤労者の暮らしにかかるサポート事業について

(3) 2015 年度「生活底上げ・福祉強化キャンペーンの取

り組み(案)について

(4) 労働者自主福祉事業の利用促進・連帯促進について

  ＜報告＞

  ○労金協会＝ろうきんビジョンの実現に向けた具体的

な施策と展開

  ○全労済 ＝全労済の 2014 年度～2017 年度中期経営

政策について

  ○日本生協連＝日本の生協の2020年ビジョンと到達点

について

  ○労協連 ＝協同労働の協同組合の新原則の主要な目

的とポイント

起があり、具体的な中身について意見交換を行い実施向け

て確認しました。

翌２日目は 9 時から再開し、座長に大川栄八郎副会長を

選出して、協議事項(2)勤労者の暮らしにかかるサポート事

業について、これまでの経緯、責任者会議の議論経過、ラ

イフサポートセンターの検証結果、今後の課題等、まとめ

報告がありました。協議事項(3)2015 年度「生活底上げ・

福祉強化キャンペーン」の取り組み(案)については、「名称」

「時期」「目的」「テーマ」「取り組み項目」等々が提起され

意見交換を行い了承されました。協議事項(4)労働者自主福

祉事業の利用促進、連携促進については、労金協会・全労

済・日本生協連（１日目に報告）・労協連

の４団体から報告があり意見交換を行い

ました。最後に全体のまとめを行い２日

間の会議を終了しました。
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地地域域だだよよりり

～北筑後地域労福協 ～

九州労働金庫；第 15回通常総会開催される！！

北筑後地域労福協は、久留米市、小郡市、大川市、うきは市、大木町、大刀洗町の４市２町を活動エ

リアに、地域における勤労者の福祉向上をめざして様々な活動を推進しています。

今回は、市の花としてシンボルになっている、久留米つつじが見ごろを迎える４月に開催される「久

留米つつじマーチ」についてご紹介します。

「第 18 回久留米つつじマーチ」は、4 月 18 日～19 日に開催されました。2 日間ともスタート・ゴー

ルは久留米中央公園となっていて、5㎞・10㎞・20㎞・40㎞の 4コースから選べる日本マーチングリー

グ公式のウォーキング大会です。筑後川や耳納連山など筑後路の雄大な自然や豊かな文化、芸術を楽し

みながらマイペースで歩く「ウォーキングの祭典」で、毎年、市内企業・団体や県内外から、ウォーキ

ング愛好者、市内小中高等学校、保育園等、多くの方が参加しています。

今年は、延べ 15,000 人を超える方が参加され、エリア内の組合員もボランティアスタッフとして大会

を支えています。今回、久留米運送労組の役員 7名が 10 ㎞コースに初挑戦され沿道の花々を見ながら心

地よい汗を流され、3時間ほどでゴール。完歩証と記念バッジを手にされました。

ウォーキングは、手軽に出来るスポーツで、年配の方や運動が苦手な方にもお薦めです。健康増進や

ダイエットなどその効果も高く、周りの景色を楽しみながら歩くことによってストレスも解消できます。

是非、皆さんも参加してみませんか。

九州労働金庫は、2015年 6月 24日(水)13時より、

アクロス福岡地下２階イベントホールにおいて、第

15 回通常総会を開催しました。各支店から選出さ

れた臨時代議員、及び運営委員が出席する中、提案

議案の全てが承認されました。

また、2015 年度～2017 年度にかけて取り組む『第

5期中期経営計画』では、『「きっと」「もっと」「ず

っと」お役に立てる「ろうきん」へ』を営業コンセ

プトに、福祉金融機関として会員・勤労者の皆さま

にお役に立つ金融機関となるための取り組みを展

開するとしています。

営業コンセプト／2015 年度～2017 年度

「きっと」「もっと」「ずっと」
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2015 年度 会員団体の定期総会が開催される！新年度の事業方針等を確認！

6/26 遠賀川地域労福協新役員
役 職 氏  名 出身団体

会 長 川 畑  哲 実 連合地協

副 会 長 片 岡  厚 地区労福協

〃 中 西  渉 地区労福協

〃 大 庭  省 二 地区労福協

〃 神 尾 浩 二 労働金庫

事 務 局 長 寒 竹  準 一 連合地協

幹 事 金 久  順 一 地区労福協

〃 河 村  敏 昭 地区労福協

〃 福 田  歩 積 地区労福協

松 本  周 士 全労済

会 計 監 査 萱 嶌 弘 昭 労働金庫

〃 津 曲  ゆ か 全労済

6/25 北九州地域労福協新役員
役 職 氏  名 出身団体

会 長 品 川  浩 二 基幹労連

副 会 長 小 原 朝 広 電力総連

〃 濱 地 壮 太 ｾﾗﾐｯｸｽ連合

〃 甲 斐  復 郎 情報労連

〃 江 口  満 私鉄総連

〃 磯 辺  彰 労働金庫

事務局長 遠 藤 禎 幸 地域労福協

幹 事 矢 野  志 郎 UA ゼンセン

〃 津 田  芳 次 電機連合

〃 向 野  貴 司 ＪＲ連合

〃 中 川  訓 一 ＪＰ労組

〃 小 宮 敬 子 福教組

〃 平 山  康 司 自治労

〃 森 下  弘 樹 自動車総連

〃 大久保 栄 造 JEC連合

〃 牧 野  喜 義 日本ｺｰｸｽ工業社員労組

〃 入 沢  圭 高田工業所労組

〃 中 村  一 輝 北九州総合労働会館

〃 井 川 幸 夫 全労済

会計監査 生 林  秀 規 運輸労連

〃 岡 野  博 彦 労働金庫

      北九州総合労働会館第 43 回定時社員総会開催！

北九州総合労働会館（通称；真鶴会館）は、2015 年 5 月 27 日に第 43

回定時社員総会を開催し前年度の事業報告、公益目的支出計画実施報告及

び理事選出など 4 議案が審議され原案とおり可決・了承されました。

2015 年度の経営方針については、一昨年の一部テナントの移転等で昨

年に続き厳しい状況にある中、北九州市、事業団体、労働団体等の協力を

得ながら、公益事業のさらなる構築をめざし、理事会をあげて最大限の経

営努力を行っていくことが確認されました。理事選出では、長年、理事長

を務めた末廣理事長はじめ 6 名の理事が勇退され、福島昭一新理事長以

下、記載の役員が選出されました。

北九州総合労働会館新役員
役 職 氏  名 出身団体

理 事 長 福 島 昭 一 連合地協

副 理 事 長 長 尾 重 治 連合地協

〃 小 宮 敬 子 地域労福協

専 務 理 事 中 村  一 輝 地域労福協

理 事 山 﨑 徳 之 連合地協

〃 遠 藤 禎 幸 地域労福協

〃 小 原 朝 広 地域労福協

〃 染 井 和 久 労働金庫

〃 岡 野  博 彦 労働金庫

〃 岩 木  克 明 全労済

〃 井 川 幸 夫 全労済

監 事 津 田 芳 次 連合地協

〃 牧 野 喜 義 地域連合

6/22 北筑後地域労福協新役員
役 職 氏  名 出身団体

会 長 鹿 田  哲 連合地協

副 会 長 待 鳥 洋 文 労働金庫

〃 山 城  敏 之 全労済

  〃 森    健 連合地協

〃 渡 辺 紳一郎 連合地協

〃 久 保  亮 平 連合地協

〃 小津和 由 基 連合地協

〃 鹿 田  鉄 也 連合地協

事 務 局 長 伊 藤  正 美 連合地協

事務局次長 東 園  清 隆 連合地協

〃 富 安 勢太郎 連合地協

〃 出利葉 隆 之 連合地協

幹 事 松 延 富士男 連合地協

〃 出 田  勉 連合地協

〃 泉   義 明 連合地協

〃 熊 本  琢 磨 連合地協

〃 中 尾  剛 士 連合地協

〃 橋 爪 嘉一郎 連合地協

〃 森   大 地 連合地協

〃 橋 本  学 連合地協

〃 南 部 亮 輔 連合地協

会 計 監 査 吉 岡 潤 二 連合地協

〃 大 山 実 男 連合地協

6/19 筑紫・朝倉地域労福協新役員
役 職 氏  名 出身団体

会 長 仲 村  浩 之 連合地協

副 会 長 野 瀬 九州男 労働金庫

〃 西 川  豊 連合地協

事 務 局 長 小 森  幸 雄 連合地協

事 務 局次長 古 賀  康 夫 平和人権ｾﾝﾀｰ

〃 森 田  誠 一 知区労ｾﾝﾀｰ

〃 原      豊 連合地協

幹 事 櫻 木  裕 子 連合地協

〃 下荒磯 豊 美 連合地協

〃 古 賀  勇 一 連合地協

〃 石 嵜  英 也 全労済

会 計 監 査 山 田  孝 二 ＪＲ連合

会 計 監 査 江 藤  雅 也 自治労

6/12 南筑後地域労福協新役員
役 職 氏  名 出身団体

会 長 津 田 耕 二 化学総連

副 会 長 田 中  俊 明 JAM九州山口

〃 田 中 聖 二 福教組

〃 坂 田  修 自治労

〃 鶴 川  朝 美 労働金庫

事 務 局 長 本 田  賢 治 自治労

事務局次長 本 園  孝 広 労働金庫

〃 金 子   隆 自治労

〃 中 島 貴 揮 自治労

幹 事 古 賀  毅 裕 三港労組

〃 高 橋  誠 JAM九州山口

〃 服 部  英 治 私鉄総連

〃 松 浦 誠 貴 労働金庫

〃 中 野 弘 之 自治労

〃 古 村  和 弘 自治労

〃 今 泉  尚 志 労働金庫

〃 山 城  敏 之 全労済

会 計 監 査 木 村  慎 吾 ＪＰ労組

〃 前 川  直 文 福教組

6/10 京築・田川地域労福協新役員
役 職 氏  名 出身団体

会 長 西 本  竜 二 連合地協

副 会 長 矢 崎 眞 哉 労働金庫

〃 濱 津 斉 治 全労済

〃 本 田  憲 一 連合地協

〃 原 田 登喜雄 連合地協

〃 島 田 進 市 連合地協

〃 吉 岡 規 文 連合地協

〃 身 吉 保 彦 連合地協

〃 松 本 英 樹 連合地協

事 務 局 長 安 藤  正 宣 連合地協

幹 事 吉 田  孝 志 連合地協

〃 山 本 学 労働金庫

〃 岩 田 昭 裕 田川地区労ｾﾝﾀｰ

会 計 監 査 松 尾  智 子 労働金庫

〃 新 開  岳 人 全労済

6/10 福岡地域労福協新役員
役 職 氏  名 出身団体

会 長 石 堂 高 大 連合地協

副 会 長 平 田 貢一郎 連合地協

〃 三 宅 幸一郎 労働金庫

〃 石 田 正 之 全労済

事 務 局 長 桑 原  忠 志 連合地協

事務局次長 岡 崎  正 登 連合地協

幹 事 新 山 孝 和 連合地協

〃 先 川  勇 司 連合地協

〃 井 手 拓 也 連合地協

〃 片 山  利 幸 連合地協

〃 濱 野  文 雄 連合地協

〃 山 本 義 美 連合地協

〃 宮 路  享 連合地協

〃 長 﨑  英 明 連合地区連

〃 中 野  幸 功 連合地区連

会 計 監 査 山 口 健 一 労働金庫

〃 小 野  和 仁 全労済

福岡県生協連第 39 回通常総会開催！

福岡県生活協同組合連合会は、6 月 25日、福岡市博多区「博

多都ホテル」において、第 39 回通常総会を開催し、2014 年度

の活動報告並びに 2015 年度の活動方針等の審議を行い、原案ど

おり可決・承認されました。

また、2015 年度の役員選出では、会長理事に宮﨑正義氏（ｸﾞ

ﾘｰﾝｺｰﾌﾟ生活協同組合ふくおか）、専務理事に篠田陽二氏（員外）

が再任され、理事 9 名、監事 3名の役員が選出され、第 39回通

常総会を終了しました
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  【相談内訳】

                          

連合；全国一斉労働相談ダイヤル実施！2015/06/11～12

全労済は、営利を目的としない保障の生協として共済
事業を営み、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らし
をめざしています。出資金をお支払いいただいて組合員
になれば、各種共済をご利用いただけます。

相 談 内 容 件数 率 相 談 内 容 件数 率

労働組合関係 0 0％ 退職関係 4 15％

労働契約関係 3 11％ 保険・税関係 0 0％

賃金関係 2 7％ 安全衛生関係 1 4％

労働時間関係 4 15％ 差別関係 7 26％

雇用関係 4 15％ その他 2 7％ マスコミが取材中の相談窓口

連合福岡労働相談ダイヤルには、毎日、さまざまな労働相談が寄せられています。その中でもセ

クハラ・パワハラ・マタハラなど「差別等」に関する相談が年々増加しています。

また、マタハラに対する初の最高裁判決が昨年 10 月に示され、「マタハラ」が流行語大賞に入選

するなど、マタハラに対する社会の注目度が高まってきました。こうした社会情勢や 6 月の「男女

平等月間」を踏まえ、6月 11 日(木)・12 日(金)に、連合は「女性のための全国一斉労働相談～ＳＴ

ＯＰ！セクハラ・パワハラ・マタハラ～」を実施しました。

「育休復帰後の部署は少人数で同僚に負担が掛る為、短時間勤務が取れない」「9月出産予定なの

で育児休業を申請したらパートにはそのようなシステムはないと言われた」等の相談がありました。

電話相談は氷山の一角です。まだまだ苦しんでいる女性、悩んでいる女性が多くいる現実を受け

止め、連合福岡は、ライフサポートふくお

かと連携し、問題の解決に取り組んでいく

としています。
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